
０１７ 平安時代（全 12 回の第 3回） 

政治史 平安時代中期（全 2回の第 1回） 貴族政治 

 

桓武 良房 朱雀 道長 

平城 基経 村上 頼通 

嵯峨 宇多 実頼 後三条 

淳和 醍醐 兼兼  

＜藤原北家の他氏排斥事件＞ 

810 薬子の変  888 阿衡の紛議 

842 承和の変  901 菅原道真左遷 

866 応天門の変 969 安和の変 

苦情多くて明日が不安 

＜       ＞ 

◎藤原    の出身。 

810 年     の変で 

藤原薬子、仲成ら藤原    

に打撃。仲成は射殺。 

嵯峨天皇の天皇直属秘書官長 

＝       として働く。 

 

＜       ＞ 

◎藤原冬嗣の子。 

◇842 年          

恒貞親王「皇太子辞退したい」 

皇位継承争いに巻き込まれた 

くないから→嵯峨上皇は慰留。 

嵯峨上皇死去。2日後、突然 

仁明天皇、恒貞親王の側近の 

      、     を 

       に命じて逮捕。 

仁明天皇の男児が皇太子に。 

（良房の妹が生んだ男児） 

→   氏、   氏を排斥。 

◇855 年       がわず 

か   才で即位。 

→    藤原良房が    

〔幼少の天皇の    〕 

◇866 年          

→大納言      を排斥。 

＜       ＞ 

◎男児のなかった良房の    。 

◇      の摂政だったが、 

   〃   が内裏で殺人、退位。 

◇基経、      55 歳を擁立。 

→光孝、まさかの即位に恩義を感じ、 

基経を事実上の     。 

〔関白…成人の天皇の   〕 

 

◇888 年                 

◎光孝死去、      即位。 

 基経を正式に     任命。 

→任命書の「    」の文字に不満。 

→天皇が基経という家来に    。 

◎勅書を書いた     を排斥。 

※橘広相の娘は宇多天皇のきさき。 

→       が勇気ある弁護。 

 

   ＜      天皇＞ 

◇基経死後、   置かず天皇    

※      …天皇自ら政治を行う 

◇非藤原氏の      を     

→894 年        停止  

    

   ＜      天皇＞ 

◎    天皇の     

＝「       」と後に理想化され 

た。特に憧れていたのが       。 

◇三代格式の最後      編纂 

◇六国史の最後       編纂 

◇                

 荘園を整理し、班田収授の再建図る 

→現実はこの年が班田収授の   。 

◇      の陰謀により、     

       が      に左遷 

◇清涼殿    事件 時平、醍醐死去。 


